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１日目の講師を務めた岩下先生(左)と中島先生(右)

で
き
ま
し
た
。
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

・
点
数
の
計
算
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
難
し
か
っ

た
で
す
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ
と

注
意
し
て
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

・
レ
セ
プ
ト
の
修
正
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
請

求
間
違
い
に
は
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

・
お
話
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
普
段
パ
ソ

コ
ン
で
ポ
ン
ポ
ン
と
押
す
だ
け
で
、
内
容
を
何
も

わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

市民の支援を訴える阪田氏

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
23
日
・
24
日
の
２
日

間
、
芦
屋
公
民
館
講
義
室
（
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー

別
館
）
で
協
会
研
究
部
主
催
の
「
初
心
者
の
た
め

の
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
医
科
）
」
を
開
催
。

１
日
目
は
岩
下
敬
正
先
生
（
西
宮
市
・
岩
下
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
中
島
敏
雄
先
生
（
西
宮
市
・
中

島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
２
日
目
は
川
﨑
史
寛
先
生

（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）
と
、
佐
々
木
一
郎
先
生

（
西
宮
市
・
夙
川
さ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師

を
務
め
、
医
師
・
事
務
ス
タ
ッ
フ
ら
26
人
が
参
加

し
た
。

講
習
会
で
は
、
１
日
目
に
協
会
発
行
テ
キ
ス
ト

『
保
険
請
求
の
要
点
（
２
０
１
８
年
版
）
』
を
使

用
し
、
窓
口
業
務
で
の
注
意
点
や
頻
用
点
数
の
仕

組
み
な
ど
、
保
険
請
求
事
務
の
基
礎
知
識
部
分
を

お
さ
ら
い
。
２
日
目
は
、
協
会
作
成
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
問
題
集
を
使
い
、
医
師
が
作
成
し
た
カ
ル
テ
の

２
号
用
紙
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
３
号
用
紙
と
レ
セ

プ
ト
を
手
書
き
で
作
成
す
る
ま
で
の
作
業
に
取
り

組
ん
だ
。

講
師
は
自
ら
の
経
験
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、
請

求
の
基
本
か
ら
実
践
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り
や

す
く
解
説
。
参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
好
評
を
得
た
。

〈
参
加
者
の
声
〉

・
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
け
て
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

・
基
本
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
疑

問
も
少
し
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

・
便
覧
を
見
て
も
な
か
な
か
理
解
し
に
く
か
っ
た

が
、
先
生
の
お
話
と
テ
キ
ス
ト
で
調
べ
方
な
ど
分

か
り
ま
し
た
。

・
保
険
請
求
な
ど
の
大
ま
か
な
流
れ
が
や
っ
と
少

し
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

・
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
電
子
カ

ル
テ
で
は
見
え
な
い
部
分
が
わ
か
っ
て
き
た
の
が

良
か
っ
た
。

・
２
日
間
と
も
有
意
義
な
時
間
を
す
ご
す
こ
と
が

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
30
日
、
シ
テ
ィ
ハ
イ

ツ
西
宮
北
口
で
開
催
さ
れ
た
「
西
宮
Ｕ
Ｒ
借
り
上

げ
公
営
住
宅
入
居
者
を
励
ま
し
支
援
す
る
会
」
主

催
の
「
二
胡
の
調
べ
と
交
流
会
」
に
共
催
。
二
胡

演
奏
者
の
劉
揚
氏
を
演
者
に
招
き
、
シ
テ
ィ
ハ
イ

ツ
西
宮
北
口
の
住
民
や
地
域
の
市
民
な
ど
29
人
が

参
加
・
交
流
し
た
。

劉
氏
は
、
中
国
の
弦
楽
器
「
二
胡
」
で
、
日
本

の
春
の
歌
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
春
よ
来
い
」
や
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
セ
レ
ナ
ー

デ
」
、
李
香
蘭
の
「
蘇
州
夜
曲
」
な
ど
、
多
彩
な

曲
を
披
露
。
参
加
者
は
二
胡
の
美
し
い
音
色
に
聞

き
入
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
は
、
「
支
援
す
る
会
」
代
表

の
阪
田
征
史
氏
が
、
西
宮
市
か
ら
退
去
を
求
め
ら

れ
て
い
る
借
り
上
げ
復
興
住
宅
の
追
い
出
し
問
題

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
や
今
後
の
展
望
等
に
つ

い
て
報
告
し
、
参
加
者
へ
今
後
の
活
動
へ
の
さ
ら

な
る
支
援
を
訴
え
た
。

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
西
宮
北
口
で
は
、
借
り
上
げ
復

興
住
宅
の
住
民
同
士
の
交
流
、
お
よ
び
近
隣
の
市

民
に
借
り
上
げ
復
興
住
宅
追
い
出
し
問
題
に
つ
い

て
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を

交
流
す
る
場
と
し
て
定
期
的
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
健

康
カ
フ
ェ
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
が
６
回

目
と
な
る
。

二胡の演奏をする劉揚さん

２日目の講師を務めた川﨑先生(左)と佐々木先生(右)
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
22
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加
し

た
。

【
予
定
・
企
画
】

①
第
11
回
被
災
地
交
流
／
物
産
・
物
品
展
（
２
・

23
）

②
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
芦
屋
会
場
）
（
２
・

23
～
24
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
３
・
15
）

④
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
西
宮
北
口
「
二
胡
の
調
べ
と
交

流
会
」
（
３
・
30
）

⑤
支
部
お
花
見
会
（
３
・
30
）

⑥
第
36
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
15
）

⑦
第
39
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
（
７
・

20
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
35
回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
（
神
戸
北
）

（
３
・
23
）

②
第
95
回
評
議
員
会
（
５
・
19
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
23
日
、
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
第
11
回
被
災
地
交
流
／
物
産
‐
物
品

展
を
開
催
。
地
域
住
民
や
患
者
な
ど
が
参
加
・
交

流
し
た
。

こ
の
企
画
は
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
被
災

地
へ
の
支
援
と
地
域
交
流
を
目
的
に
定
期
的
に
開

催
し
て
お
り
、
今
回
で
11
回
目
。
岩
手
県
宮
古
市

「
か
け
あ
し
の
会
」
が
、
わ
か
め
や
サ
バ
缶
な
ど

東
北
の
物
産
を
販
売
し
た
ほ
か
、
蒸
し
牡
蠣
・

赤
皿
貝
の
焼
き
物
・
甘
酒
な
ど
の
実
演
販
売
を
行
っ

た
。
ま
た
、
熊
本
県
南
阿
蘇
村
の
低
農
薬
野
菜
、

岩
手
県
藤
沢
「
ち
く
ち
く
工
房
」
の
バ
ッ
ク
、
宮

城
県
気
仙
沼
復
興
住
宅
か
ら
の
手
作
り
手
籠
な
ど

も
販
売
し
た
。

寒
さ
の
残
る
中
、
蒸
し
牡
蠣
な
ど
の
磯
の
香
り

に
包
ま
れ
た
会
場
に
は
多
く
の
地
域
住
民
や
患
者

が
訪
れ
、
交
流
を
深
め
あ
い
な
が
ら
、
思
い
思
い

に
買
い
物
を
楽
し
み
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

地域住民らが交流を深めあいながら、思い思いに買い物を楽しんだ

日 時 ６月15日（土）午後５時～６時30分

会 場 スペースアルファ三宮Ｉ
（神戸市中央区三宮町1-9-1 三宮センタープラザ東館６階）

講 師 奈良県生駒市・岡クリニック

岡 留美子 先生
司 会 西宮市・ユニコの森 村上こどもクリニック

村上 博 先生
参加費 無 料

※上記企画についてのお申し込み・お問合せは、

協会事務局 TEL.078-393-1840 FAX.078-393-1820

E-Mail.yamada-t@doc-net.or.jp（山田・冲野・岡林）まで

漢方は精神科治療になじみがよい。漢方は心身一如の医学であり、身体の

治療も心の治療も分けて考えることはしない。つまり、漢方は心の治療を内

包するものであるといえる。

精神科臨床において、漢方薬を活用することには多くの意義があるが、精

神科薬物の減量に資するものである点は大いに注目できると筆者は考える。

ベンゾジアゼピン系薬物（以下ベンゾ）は長期連用による依存性の問題が注

目されており、使用に制限が欠けられるようになったが、その減量、中止に

苦慮することも多い。

この問題に対処するためには、ベ

ンゾを使わずに漢方薬を使用する、

あるいは漢方薬に置換していくとい

う手法が有用である。

しかし、それがうまくいかないと

いう声も聞く。では、漢方を使いベ

ンゾを終了できるため何が有効か。

治療関係の中で生まれる期待が果た

す役割が大きいと演者は考える。

具体的処方と症例をもとに、この

問題を考えていきたい。

（岡 留美子 記）


